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い
う
言
葉
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

庄
原
市
社
協
は
、
個
別
支
援
（
介
護
、
困
窮
、
ひ
き

こ
も
り
、
子
育
て
、
判
断
能
力
の
衰
え
な
ど
）
を
と
お

し
て
、誰
も
孤
立
さ
せ
な
い
社
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
地
域
支
援
（
地
域
内
で
の
見
守
り
合
い
、
集
ま
り

場
づ
く
り
な
ど
の
居
場
所
づ
く
り
、
自
分
た
ち
で
で
き

る
支
え
あ
い
活
動
な
ど
）
を
と
お
し
て
、
お
互
い
さ
ま

を
実
感
で
き
る
社
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

人
に
は
温
か
い
心
が
あ
る
。人
に
は
熱
い
心
が
あ
る
。

そ
れ
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
た
地
域
社
会
こ
そ
温
も
り
の

あ
る
社
会
に
な
る
こ
と
を
夢(

理
念
）
に
掲
げ
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
事
で
す
が
、
い
く
つ
か
の
生
活
習
慣
病
を
抱
え
、

何
を
す
る
に
も
「
よ
い
し
ょ
」
の
一
言
が
で
て
し
ま
う

年
齢
に
な
り
ま
し
た
。
体
の
衰
え
を
感
じ
る
よ
う
に

な
っ
て
も
、
新
た
な
年
の
は
じ
ま
り
は
心
が
弾
む
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。

　

寒
い
季
節
に
な
っ
て
く
る
と
、
高
齢
の
方
か
ら
「
世
が

み
て
そ
う
な
よ
（
※
）」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
聞
き
ま
す
。

そ
れ
以
上
に
「
や
っ
ぱ
り
こ
こ
が
え
え
ん
よ
」
と
い
う
言

葉
を
聞
き
ま
す
。
さ
さ
や
か
で
あ
っ
て
も
平
凡
で
あ
っ
て

も
、
な
じ
み
の
景
色
や
な
じ
み
の
人
に
囲
ま
れ
な
が
ら
暮

ら
し
て
き
た
人
生
が
、「
や
っ
ぱ
り
こ
こ
が
え
え
ん
よ
」
と

　

地
域
福
祉
社
会
・
共
生
社
会
の
実
現
は
、
社
協
だ
け

で
取
り
組
ん
で
も
実
現
し
ま
せ
ん
。
地
域
の
み
な
さ
ん

や
自
治
振
興
区
等
の
地
縁
組
織
、
保
健
・
医
療
・
福
祉

等
の
関
係
機
関
や
行
政
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
多
く

の
人
と
、
話
し
合
い
、
具
体
的
な
活
動
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
で
夢
に
近
づ
い
て
い
き
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
今
ま
で
よ
り
ほ
ん
の
少
し
で
も
生
き

て
い
て
よ
か
っ
た
、
安
心
で
き
た
、
生
き
が
い
が
生
ま

れ
た
、
嬉
し
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
地
域
福
祉
社
会
・

共
生
社
会
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
至
ら
な

い
点
も
あ
る
組
織
で
す
が
、
夢
に
向
け
頑
張
っ
て
い
る

職
員
と
も
ど
も
、
今
後
と
も
共
に
歩
ん
で
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
、年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

（
※
）
世
が
み
て
そ
う
な
よ

　
　

寿
命
が
短
く
な
る
こ
と
を
表
す
庄
原
の
方
言

庄原市社会福祉協議会
会長　上田  正之

「
や
っ
ぱ
り
こ
こ
が
え
え
ね
ぇ
」

　
　
　
　
　

が
叶
う
地
域
づ
く
り
に
む
け
て

　ボランティア活動は、仲間
との集いの場、楽しみや生き
がい、新たな出会いの場につ
ながります。
　皆さん、一緒にボランティ
アを始めませんか？
　ボランティアセンターでは、
ボ ラ ン テ ィ ア の 情 報 提 供、
ボランティア保険などの相談
を受け付けています。

【お問合せ】
地域共生推進課
０８２４－７５－０３４５

〈ご協力〉
庄原赤十字奉仕団・ほほえみの会・庄
原市要約筆記サークル「銀の鈴」・庄
原地区女性連合会本町支部・庄原声
の友の会・しょうばら花会議・（一社）
庄原青年会議所・乙女倶楽部・県立
広島大学農林業ボランティアサーク
ル Farmer'sHands・庄原さくらフェ
スティバル実行委員会・（社福）翠庄
会障害福祉サービス事業所かわせみ
の家・口和「本の会」・意志会・朗読
奉仕ともしび会・一路の会・高野「と
とんぼの会」・広島建設労働組合第 12
地域連合庄原・絵本読み語りの会お
はなしファンファン・県立広島大学
ウインドオーケストラ・（社福）庄原
さくら学園青空・岡田光晴・山崎志保・
加胡川摩理子・福間由美子・梶村優香・
福原一志・山本トシコ

〈ご協賛〉
庄原自治振興区・㈱グリーンカクエイ・
HONMACHI STAND・まなびや cafe・
広島ガス住設㈱　

（敬称略・順不同）
ありがとうございました！
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　『ボランティア活動をもっと知ってもらい、活動の輪をひ
ろげよう！』と、「ボランティアフェスティバル」を開催し
ました。
　ボランティア団体や受入れ団体の皆さんに、活動に対する
思いや、活動の楽しさについて発表していただき、来場者か
らは、「たくさんのボランティア活動があることにビックリ
した！」「私にもできるボランティアがあると感じた」と感
想をいただき、ボランティア活動をより身近に感じていただ
ける機会となりました。あわせて、ご協賛いただいた景品で
のお楽しみ抽選会や、バザー、フリーマーケットを開催し、
最後まで楽しい時間を過ごすことができました。
　ご協力いただいた皆さまありがとうございました！
※フリーマーケットの売上は、フードバンク事業で活用させていただきます。

わた菓子をご提供いただき来
場者にプレゼントしました。
子どもたちが大変喜んでいま
した！

他団体のボランティア活動を
知ることができました。また
新しい繋がりもできました！

とても素敵な演奏で
した！
庄原の力になりたい
との言葉が大変うれ
しかったです！

耳の聞こえにくい方のため、要
約筆記ボランティアの皆さんに、
当日活動していただきました。

発表者

来場者

目的を持って楽しみながら活動されている
ことが素晴らしい！私も色々な活動に参加
する意欲を持ちたいと感じました。

発表者

いずれの団体もメンバーの
減少など課題はあると思い
ますが、これからも皆で元
気を出してボランティア活
動を楽しみましょう！

庄原青年会議所の方に総合司
会を行っていただきました。

県立広島大学ウインドオーケストラによる演奏

パネル展示による活動紹介
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訪問入浴介護サービスは、高齢者等（障害者含む）で浴室の利用が難しい
方のため、お宅を訪問入浴車両（組立式浴槽と給湯設備を搭載）で訪問し
ます。浴槽をお部屋に設置し、安心・安全に入浴いただける在宅サービスです。

◆きちんと衛生管理された浴槽・担架・入浴
　備品を使用しています。

●オペレーター
　訪問入浴車の運転・浴槽の設置・給湯時
　の温度管理等を行います。

　 こりゃぁ
気持ちええのぉ

◆自己負担のめやす
【要介護１～５】１回　１，２６０円
【要支援１・２】１回　     ８５２円

※所得状況によって１～３割の負担になります。

サービス利用料

出前講座のご案内

　訪問入浴介護サービスを利

用するには、介護保険の認定

が必要となります。お住まい

の地域にある居宅介護支援事

業所や市役所の地域包括支援

センター、または庄原市社協

各地域センターへご相談

ください。

　庄原市社協では、地域の集まりの場へ訪問入浴車両でお伺いし、入
浴介助の勉強会（※お湯は入れません）を実施しています。その他に
も「介護についての勉強会」や「介護保険制度について」の説明など、
出前講座「介護のイロハ」で実施しております。
　詳細については、庄原市社協各地域センターへお気軽にお問い合わ
せください。

●介護職員
　ベッドから浴槽への移動・入浴の介助を
　中心に行います。

●看護師
　バイタルチェックによる入浴可否判断の
　責任者

◆医療・福祉関係者やご家族と相談しながら、
　看護師と介護職員等の３人体制でご利用者
　の状況に合わせたサービスをご提供します。

（庄原市『介護保険制度 利用の手引き』参考）
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　共同作業所「ゆめのいえ」は、手作業や畑仕事、コーヒー販売など、色々な作業を
しながら自分の出来る事に挑戦し、出来ることを増やしていける場所です。作業や仕
事を通して、仲間ができ、“ゆめのいえ” がもうひとつの居場所となることを目指し
ています。
　障害があっても、「出来る限り自宅や住み慣れた地域で暮らしたい」「自立した生活
を送りたい」「仲間づくりをしたい」「出かける場所が欲しい」「何かに挑戦したい」
という思いに寄り添います。

　地域の方々や小学生のみんなと作った回

収ボックスでアルミ缶を回収し、潰してリ

サイクルに出したり、町内の公衆トイレの

掃除もしています。

　学校や保育所などの子どもたちや、地域

のみなさんとの交流も大切にしています。

共同作業所ゆめのいえ
（地域活動支援センターⅢ型）

◆開設日
　月曜日～金曜日（祝日は除く）
　午前９時～午後３時
◆住所
　庄原市比和町比和 920-5
◆電話番号
　（0824）85-7031

皆さん、比和地域にある「ゆめのいえ」をご存じですか？

牛乳パックを再利用して牛乳
パックイスを作っとるんよ。

地域の方々からいただい
た、浴衣や着物を丁寧にほ
どいて、腕抜きやキッチン
帽子が出来るんよ。

わしが配色を考えて１枚
１枚丁寧に織っとるん
で。世界に一つだけのさ
をりが出来るんよ。

町内で「ゆめカフェテリア」
を開き、地域の皆さんとの
交流もしているよ。

畑作業もしているよ。
みんなで楽しく作って
販売もしているよ。
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実
留
町　

下
谷
自
治
会

 

口
和
町　

下
金
田
地
域

 

東
城
町　

久
代
東
地
域

音楽で繋がる、新しい集まり場！　【さくら会】

待ちに待ったサロン！！始めました　【すずめの会】

やっぱり、サロンは大事にしたい！　【久代東区ふれあいサロン】

　同居の母を往診するお医者さんの「最近は、この辺の行事もなくなって、寂しい思いで毎
日を過ごされている高齢者が多くなった。困ったことがあったら相談に乗るから、お母さん
のためにも新しい集まり場を作ってみたら」との言葉に後押しされ、「さくら会」を立ち上
げました。以前の勤務先での音楽療法の経験を活かし、
毎週通いたくなる集まり場を目指しています。
　「さくら会」では、ソーラン節に合わせて体を動かす体操
や発声練習を取り入れ介護予防の運動を行っています。
その他にも介護の勉強会やさくら会のオリジナルソング
の合唱、楽器練習等様々なことを行い、飽きが来ないサ
ロン運営を心がけています。

　かつては婦人会が盛んで、地域の集まりも多い地域でしたが、少子高齢化でだんだんと集
まりがなくなっていました。ひとり暮らし巡回中に「あの頃が楽しかったなぁ」「人と会っ
て笑いあうことが少なくなってしまった」との声を多く耳にするようになりました。
　「何かをしないといけないサロンではなく、集まれる人
で集まれたらいい」そんな思いで声掛けをし、まずは
5 人で 11 月 24 日に第 1 回サロンを開催。最初は少し
緊張気味でしたが、体を動かす輪投げのゲームなどで
盛り上がり「やっぱり集まって話すのがええねぇ」とニコ
ニコ顔で終わりました。みんなが楽しく話をして賑や
かに過ごせるサロンにしていきたいと思います。

　もともと３地域で、それぞれに集まりの場がありましたが、高齢化や人口減少により参加
者も年々少なくなり、活動が難しくなってきました。
　「みんなの集まりの場を絶やしたらいけん」「みんなが顔を合わせて、おしゃべりができる
のは、ええことじゃと思う」と地域の皆さんの強い思いが
つながり、「もう一度、皆で集まろう」の声をきっかけに、
新たなサロン活動を始めました。サロンの楽しみはみんな
で食事をすること。「漬物の仕上りは？」「栗を炊いたおか
ずの味は？」など、持ち寄っての試食会等をして、みんな
で「食」を楽しんでいます。こうしたサロン活動が、地域
で暮らす「安心」「楽しさ」「生きがい」になっています。
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ことができる。こうして笑顔がそこに生まれ、
これが助け合いの良さなのだと感じる一日
でした。
　「いつかは自分たちも助けてもらう時期
が来る。今のわしらの姿をみて、将来わし
らも助けてもろうたらうれしいよのう」と
話しました。草刈りの支援中に通りすがっ
た方から「言ってくれりゃあわしも協力し
ちゃるでぇ～」とうれしい言葉。
　草刈りに限らず暮らしの中には「世帯の
ことは世帯で」とばかり言っていられない
現状があります。今、なんずかんずつなが
る会では、「困った時に助け合うのは当た
り前」という地域づくりの機運が高まって
います。

　「なんずかんずつながる会」は、一人暮らしの高
齢者を中心に、困りごとを抱えている人を助け合
える地域づくりについて話し合いを続けています。
　昨年度実施したアンケ
ート結果から、多くの困
りごとの中で、草刈りの
困りごとが２８％を占め
ました。　

高野 なんずかんずつながる会

わが地域は我
わ

が守る、そりゃあ当たり前のことよ

大勢で作業すれば 1 時間でも広範囲がきれいになる

　組織立って何かを行うときに必ず課題に
上がるのは、「ケガの保障は？燃料代は？
報酬は？」などの決まりをどうするかとい
うことです。また、協議体のメンバーだけ
でなく、周りを巻き込んで実施するにはど
うするのか…など悩むことがたくさんあり
ます。
　しかし「考えているばかりでは前には進
まない。困っていれば助け合うのは当たり
前のことじゃろ。そんなにかしこまること
ではないよ」「わが地域は我が守る、そりゃ
あ当たり前のことよ」との意見が後押しと
なり、まずは奥

お く も ん で

門田の１軒の草刈り支援を
手弁当で行いました。
　訪れてみると、家の周りに草が生い茂り、
かつては草地であったところにも木々が生
えだしていました。これを一人暮らしの高
齢者が刈るのは大変です。作業時間は一時
間でできる範囲にしようと決めて取り掛か
りましたが、自治会のメンバーを含めた
10名の力は大きく、すっきりと綺麗に。「身
の回りのことがやっとで、こんな大がかり
な草刈りはできなくなって…本当に助かり
ました」と喜んでいただきました。一人一
人の負担はちょっとのことでもこれだけの
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2月 15日（水）・3月 15日（水）

2月 24日（金）・3月 24日（金）

　ＮＰＯ法人リョービ社会貢献基金庄原カン
トリークラブ様より、介助補助車いす４台を
庄原市社協へ寄贈いただき、上田会長から長
島支配人に感謝の意を伝えました。
　大切に活用させていただくとともに、これ
からも地域福祉・在宅福祉の向上に努めてい
きます。ありがとうございました。

元気かわら版１１月号（６ページ）に誤りがあ
りましたのでお詫びして訂正いたします。
誤：山内町　後水越自治会
正：水越町　後水越自治会
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（11月1日～12月31日受付分）

令和５年１月

　社会福祉事業に寄付をお寄せいただ
きました。ここに、ご芳名を報告させ
ていただきますとともに、心よりお礼
申し上げます。寄付者ご本人の承諾の
もと、氏名等を掲載しております。
（順不同・敬称略）

本会への寄付金は、所得税・法人税・
県民税・市民税の寄付金控除の対象と
なります。

夫

祖母

母

夫

子

母

義母

父

父

父

母

母

父

夫

父

義母

妻

母

母

父

父

父

父

父

母

父

夫

松島　哲

門世　藤枝

伊藤スミヱ

山岡　昭順

稲富　昌樹

重田　昭子

梶川トシ子

森岡　群三

才木　力三

隅田　重雄

柴田カズヱ

徳永　泉

長谷　正治

藤原　政明

藤岡　正男

宮本呵美枝

喜久　悦子

岸　一惠

矢吹ツヤ子

森　文三

池田　盛義

速見　吉人

川合　圭治

三戸　静人

杉谷　申子

荘川　典雄

瀬野　卓也

東本町

東本町

東本町

中本町

西本町

西本町

西本町

川手町

川手町

川手町

高町

高町

小用町

本村町

上谷町

実留町

板橋町

新庄町

是松町

三日市町

上原町

七塚町

七塚町

七塚町

田原町

市町

木戸町

松島マサエ

門世　良一

伊藤　眞澄

山岡　俊恵

稲富　義昌

重田　俊隆

梶川美智子

森岡　正樹

才木　雅仁

隅田　順三

柴田　嘉久

徳永　章香

長谷　裕之

藤原　玉江

藤岡　秀喜

宮本　浩隆

喜久　琢磨

髙瀬　政隆

矢吹　茂

森　節夫

池田　義樹

速見　亙

川合　治広

三戸　清史

杉谷　俊次

荘川　育雄

瀬野　周子

夫

母

父

母

夫

母

夫

母

母

父

父

父

母

父

母

母

篠原　治彦

香川　京子

新谷　角夫

田邊ヒロ子

前田　進

藤井　隆恵

杤木　尚治

名越　裕子

波賀　久子

山上　武雄

松尾　安晃

定木　三郎

沖野ハルヱ

田邉　顯聰

名越須恵子

瀬尾　宣子

川西

川西

川西

川西

川東

川東

川東

粟田

粟田

加谷

小奴可

保田

川鳥

帝釈宇山

久代

久代

篠原たか子

香川幸一郎

新谷　和正

田邊　正樹

前田　祥子

藤井　秀宣

杤木カツ子

名越　祥子

波賀　史恵

山上　拓美

松尾　行哲

定木　和生

沖野　真和

田邉　文隆

名越　寛

瀬尾　貢

妻

母

母

父

夫

母

母

母

母

母

母

夫

稲田　延枝

森長　常子

岸　一惠

上杉　好春

長岡　光雄

牧原百合香

羽田ハルミ

山本ツル子

小谷　光子

中島フデコ

成地登喜枝

栁生　征輝

入江

栗

栗

中野

中野

中野

八鳥

中迫

小鳥原

小鳥原

三坂

三坂

稲田　茂

森長康之進

髙瀬　政隆

上杉　等

長岡　福代

牧原　久人

羽田　正美

山本　康文

小谷　泰賀

中島　悟

成地　順子

栁生　幸子

匿名希望

母

母

母

母

川村ヒデコ

瀧口　光貴

川﨑伊都子

井上　文惠

西城

大佐

大佐

入江

川村　茂

瀧口　秀志

川﨑　裕志

井上　直

父 永戸　孟憲 向泉 永戸　順次

夫

夫

母

父

細田　廣

林　政明

岡田　艶子

桒原　吉一

小屋原

小屋原

比和

森脇

細田　絹子

林　ひとみ

藤本　学

桒原　惣

母

母

澤　艶子

秋山フミヱ

稲草

稲草

澤　啓二

秋山　忠巳

匿名希望

母

義父

母

義母

子

父

母

父

梅林トヨコ

福原　幸美

木山恵美子

亀井トシエ

新林　邦良

伊藤　辰雄

新山ミチヱ

竹林　正行

下湯川

広島市安佐南区

新市

安芸郡海田町

新市

新市

新市

上里原

梅林　豊記

上河　義文

木山　豊

亀井富貴恵

新林　利治

伊藤　実

新山　幸枝

竹林　敏彦

香典返しにかえて

　皆様からの寄付金（香典返し・見舞い返し・一般寄付等）や会員会費を、市内の地域福祉事業に貴
重な財源として活用しています。今後とも、ご支援の程よろしくお願いいたします。
（※介護保険事業等収益性のある事業には一切充当しておりません）

中本町

西本町

本村町

木戸町

山岡　昭順

矢吹　昭善

田丸　照子

岡田　和男

湯木

永田

永田

永田

向泉

三𠮷　龍次

兼藤　由美

福田　光昭

藤原　博子

澤田　勝彦

金田

永田

脇坂　晛一
谷本酒店
あみもの教室
口和ゴルフ同好会

川西
菅

横山歯科医院
㈲白岩商店

川手町

高町

川北町

川北町

川北町

門田　三雄

東三区板橋少年野球チーム

横山　長子

三𠮷和宏行政書士事務所

大沢　忠夫

匿名希望

三河内 杠　角雄

比和

三河内

田中　憲子
松本　直子

総領地区民生委員児童委員協議会
JA庄原女性部総領地区
匿名希望

昭和35年西城中学校卒業生一同

見舞い返しにかえて

一  般  寄  付

第61回大会収益金の一部

藤田自動車工業㈲

沖野　真和
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ドローン空撮でふるさと映像を発信
　テレビなどでおなじみとなった、上空から
風景や街並みを撮影するドローン。西城町で
ドローンを使って動画の撮影・編集をされて
いる林智雄さんを紹介します。
　林さんとドローンの出会いは６年前。兄か
ら所持品のドローンを「飛ばしてみるか？」
と言われたのがきっかけ。ドローンは飛行す
る本体と手元のモニターに映る映像の両方を
見ながら操作します。まずは約２ヵ月間、パ
ソコンで念入りにシミュレーションした後、初
飛行の時、それはそれは緊張されたそうです。
　林さんは学生時代に所属していた委員会で
動画の撮影・編集を学ばれました。その技術
を活かし、庄原市主催の庄原いちばん動画Ｃ
Ｍコンテストに応募。見事に入賞され、多く
の人が林さんの技術を知るところとなりまし
た。ここから多くの縁が生まれ、地元企業や
学校関係者から動画の作成依頼を受けるよう

になりました。その１つ、西城町観光協会は
ドローンによる芸備線の魅力発信を依頼。芸
備線７０周年の節目ということもあり、同協
会の Facebook にて林さんの動画作品「西城
の今」を投稿されています。
　「いただいたご縁を活かしながら、これから
も季節ごとに美しい西城町の今を映し、世界
に発信していきたい」と話されています。

西 城

林　智雄さん

西城地域センター
地域福祉コーディネーター　佐々木　千倉　

林さんと撮影用ドローン

ご自身の技術を活かしな
がら、新たな縁をどんど
ん紡ぎ、西城町の魅力を
伝えておられる林さん！
ブラボーです !!


